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特徴があることが明らかとなった。NDVI の低い値は、1985、1987 と 1996 年に見られ、
最も低い値は 2003 年に得られた画像であった。この低い NDVI の値は、木の葉が落ちて
しまった冬の終わりあるいは春の始まりの時期に対応し、落葉樹や常緑樹で季節的変化
に大きな違いがあることがわかった。相対的にミズナラ－クリ群落（Ca）ではその葉が
少ししかないため冬季に得られた 1985 年と 2003 年に NDVI は小さな値となり、アカマツ
－コバノミツバツツジ群落（R）とスギ－ヒノキ植林（C）では年変化がほとんどなかっ













値は、植物の葉が落ちた冬に時期で 0.34 であった。新しい葉が出来た時期のＬＡＩは 1.4




を用いて求めた。高い相関のある波長として 790,890、980nm と近赤外の 2140nm が選ば
れた。白い色の石を用いた実験では、土壌表面の石の割合が増加するにつれて反射率は
増加した。土壌表面からの反射は、湿った土壌に比べ乾燥した土壌で高くなった。しか
しながら、黒い石については石の被覆割合の増加につれて反射は減少した。土壌の反射
特性の観測結果から、表面からの反射は土壌表面の石の割合と直線関係（Y=aX+b）で示
されることが明らかとなった。分光反射特性の情報から石の割合を推定することが可能
なことを明らかにした。 
本研究は、衛星データを用いて森林の色々な植生域のNDVIを求め、常緑樹や落葉樹のNDVI
が季節的な変化に大きな違いがあること、および樹高の違いも NDVI に影響を与えること
を見出し、衛星データを用いた環境評価に関して基礎的要因をいくつか明らかにしてい
る。また、分光反射計を用いて、石の色や土壌に含まれる石の割合を変化させたときに
分光反射特性がどのように変化するかに関して検討を行い、これらの結果がリモートセ
ンシングによる環境評価に必要なことを提案した。これらの研究は、地域環境評価に関
して意義のある結果を有するものであり、本審査会は本論分を学位論文として十分価値
があるものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
